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　障害者グループホーム「COCO」のお昼ご飯。毎週土曜日は、好きなものを買い
に出かけている。
　「今日はお弁当だから、温かいお茶がいいですか？それとも冷たい方がいい？」「チ
キンが少しかたいかもしれないから、はさみで切りましょうか？」「おソースはどう
ですか？」と、一人ひとりへの問いかけを絶やさない生活支援員の田島美智子さん。
思い思いに過ごすグループホームの休日は、和やかな会話に包まれている。
 【詳しくは12面へ】
 〈撮影・菊地信夫〉

▶今月の表紙
みんな一緒に休日のご飯



　４月に施行された改正社会福祉法では、地域住民等が地域生活課題を把握し、関係機関との連携等により
解決を図っていくこと（第４条の２）、その促進と必要な措置を国及び地方公共団体の責務とすること（第６
条の２）がこれからの地域福祉の推進の方向性として明文化されました。本会ではこの趣旨を踏まえつつ、
会員をはじめとする公私の関係機関・団体、行政等との協働による「誰もが安心して生活できる地域づく
り」に向けて、平成30年度事業計画・予算を策定しましたので紹介します。

特
集

住民参加と様々な主体の協働による
誰もが安心して生活できる地域づくりの推進

－平成30年度事業計画・予算－

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　

国
は
福
祉
改
革
の
方
針
と
し
て
「
地
域

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
地
域
福
祉
の

推
進
」
を
掲
げ
、
福
祉
関
係
者
は
も
と
よ

り
、
地
域
住
民
や
地
域
の
多
様
な
主
体
が

参
画
し
、
誰
も
が
役
割
を
持
ち
、
と
も
に

支
え
合
う
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

本
会
で
は
、
従
来
か
ら
の
取
り
組
み
に

加
え
、
昨
年
度
よ
り
日
常
生
活
圏
域
に
お

け
る
住
民
参
加
の
推
進
と
生
活
支
援
、
介

護
予
防
と
の
一
体
的
な
事
業
展
開
等
に
も

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
公
私
の
関
係

機
関
・
団
体
等
と
の
協
働
に
よ
る
、
地
域

を
基
盤
と
し
た
包
括
的
・
総
合
的
な
支
援

体
制
に
向
け
た
取
り
組
み
の
よ
り
一
層
の

推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
等

を
背
景
に
介
護
や
保
育
の
ニ
ー
ズ
は
増
大

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
基
盤
を
支
え
る
福
祉
・
介
護
・

保
育
人
材
の
確
保
は
引
き
続
き
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
、
潜
在
有
資
格
者
の
発

掘
や
若
者
、
中
高
年
齢
者
等
、
多
様
な
人

材
の
参
入
促
進
と
育
成
・
定
着
も
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
制
度
動
向
や
社

会
情
勢
、
広
域
的
な
地
域
福
祉
推
進
組

織
、
会
員
組
織
と
し
て
の
役
割
を
踏
ま
え
、

本
会
活
動
推
進
計
画
の
三
年
次
と
し
て

「
住
民
参
加
と
様
々
な
主
体
の
協
働
に
よ

る
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ

く
り
の
推
進
」
に
向
け
て
次
の
と
お
り
取

り
組
み
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
主
な
取
り
組
み

❶ 

多
様
な
主
体
に
よ
る
地
域
福
祉
活
動
の

推
進

◇
市
町
村
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
、
福
祉
教
育
担
当
者
、
学
校
等
教
育

機
関
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
社
協
の
福

祉
教
育
へ
の
取
り
組
み
課
題
を
共
有
し
、

協
力
し
な
が
ら
整
理
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

◇
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
の
環
境
整
備

や
理
解
促
進
等
に
む
け
た
取
り
組
み
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
情
報
や
課
題
の
共
有
、

研
修
を
充
実
し
ま
す
。

◇
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・
グ
ル
ー
プ
に
関
す
る

理
解
促
進
や
支
援
の
あ
り
方
の
検
討
及
び

グ
ル
ー
プ
同
士
の
交
流
の
場
の
活
性
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

❷ 

自
立
し
た
生
活
を
地
域
で
支
え
る
取
り

組
み
の
支
援

◇
権
利
擁
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
状
況
調

査
（
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
実
態
把
握

調
査
）
結
果
の
分
析
等
を
進
め
、
成
年
後

見
制
度
の
利
用
実
態
等
を
市
町
村
等
へ
公

表
し
ま
す
。

◇
専
門
職
と
地
域
住
民
福
祉
活
動
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
な
ど
、
地
域
を
基
盤

〈平成30年度の重点課題〉
１ 　地域共生社会の実現に向けた多様な主体による活動
の推進
　市町村社協の総合相談・生活支援機能、ボランティアセ
ンター機能の強化や市町村域における権利擁護体制づく
り、災害時支援を視野においた関係機関・団体との連携・
協働の推進等、地域福祉活動計画や社協発展・強化計画等
の充実とその取り組みを市町村社協等との協働で進めま
す。また、複合的な福祉ニーズを抱えている方等が地域の
中でサービス・支援を受けながら安心して生活できるよ
う、関係機関・団体と連携しながら取り組みます。
２　社会福祉事業等の担い手づくりの推進
　質の高いサービスの実現や福祉施設・事業所の主体的な
取り組みの促進に向け、部会・種別協議会、連絡会活動に
よる相互の情報交換等を連動させた支援を進めます。ま
た、本会の特徴を生かし、関係機関・団体や事業所等との
連携のもと、福祉・介護・保育人材の確保・育成・定着に
向けた取り組みを一体的に展開します。
３ 　事務局体制のあり方等の検討並びに「神奈川県社会福
祉センター（仮称）」の整備

　計画目標の着実な達成と新たな課題への対応に向けて、
事務局体制のあり方等について検討するとともに、今日の
県社協に期待される役割・機能を発揮していくため、本会
職員の計画的な育成に取り組みます。また、「神奈川県社
会福祉センター（仮称）」の整備について、事業者との調整
や本会会員及び県との連携により、着実な進展を図ります。
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と
し
た
権
利
擁
護
相
談
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
を
推
進
し
ま
す
。

◇
国
・
県
等
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

個
別
支
援
に
関
連
す
る
成
年
後
見
制
度
や

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
、
生
活
福
祉
資

金
貸
付
事
業
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
等
の
事
業
間
と
、
市
町
村
並
び
に
市
町

村
社
協
等
と
の
効
果
的
な
連
携
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
ま
す
。

◇
市
町
村
社
協
の
総
合
相
談
体
制
の
確
立

に
む
け
た
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

◇
か
な
が
わ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
事

業
開
始
５
年
の
総
括
と
一
層
の
発
展
に
む

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

❸ 

社
会
福
祉
事
業
の
発
展
に
向
け
た
法

人
・
施
設
の
活
動
の
支
援

◇
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
の
経
営
・
運
営

体
制
の
強
化
に
向
け
、
経
営
相
談
や
社
会

福
祉
事
業
振
興
資
金
貸
付
事
業
等
に
よ
る

個
別
対
応
と
経
営
者
部
会
、
施
設
部
会
・

種
別
協
議
会
に
よ
る
相
互
の
情
報
交
換
等

を
連
動
さ
せ
な
が
ら
、
社
会
福
祉
事
業
等

の
体
制
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

◇
各
種
別
協
議
会
の
直
面
す
る
今
日
的
な

課
題
へ
の
検
討
や
対
応
を
進
め
る
と
と
も

に
、「
オ
ー
ル
神
奈
川
」
の
広
域
協
議
会
と

し
て
の
機
能
、
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
ブ

ロ
ッ
ク
団
体
等
と
も
協
働
し
な
が
ら
施

設
・
事
業
所
の
専
門
機
能
の
発
揮
や
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
に
向
け
た
共
通
課
題
に

つ
い
て
協
議
を
進
め
ま
す
。

◇
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
に
お

い
て
、
本
県
独
自
の
取
り
組
み
の
さ
ら
な

る
推
進
を
図
る
た
め
、
必
要
な
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

❹ 

権
利
擁
護
と
生
活
支
援
の
取
り
組
み
の

推
進

◇
国
の
事
業
実
施
要
綱
や
指
針
等
に
基
づ

き
、
苦
情
解
決
委
員
会
に
お
い
て
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
か
ら
の
苦
情
相
談
に
対

し
て
中
立
・
公
平
な
立
場
で
個
別
に
事
業

者
へ
調
整
、
対
応
す
る
と
と
も
に
、
運
営

監
視
委
員
会
に
よ
り
日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
、

調
査
や
助
言
等
を
行
い
ま
す
。

◇
事
業
者
に
よ
る
苦
情
相
談
対
応
の
質
の

向
上
、
苦
情
解
決
体
制
の
整
備
・
強
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
事
業
者
職
員
対
象
の
研

修
会
の
開
催
、
講
師
派
遣
、
訪
問
調
査
等

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

❺ 

福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
の
強
化

◇
若
者
や
中
高
年
齢
層
、
就
業
し
て
い
な

い
女
性
等
、
福
祉
・
介
護
に
新
た
に
参
入

を
す
す
め
る
た
め
各
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、

情
報
提
供
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

◇
県
内
に
お
け
る
福
祉
・
介
護
の
仕
事
に

関
す
る
様
々
な
情
報
等
の「
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
」
的
な
役
割
を
担
う
環
境
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

◇
市
町
村
社
協
等
が
取
り
組
ん
で
い
る
福

祉
教
育
等
と
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

推
進
を
図
る
な
ど
、
児
童
・
生
徒
・
学
生

や
保
護
者
、
学
校
関
係
者
に
向
け
た
情
報

提
供
や
福
祉
・
介
護
の
仕
事
を
知
る
・
ふ

れ
る
た
め
の
機
会
づ
く
り
や
関
係
資
料
の

開
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

◇
介
護
福
祉
士
や
保
育
士
な
ど
の
有
資
格

者
の
就
業
や
定
着
に
向
け
、
各
種
登
録
・

届
出
制
度
や
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
及
び
保

育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
事
業

と
の
連
携
を
強
化
し
、
資
格
取
得
支
援
や

福
祉
職
場
へ
の
就
労
を
支
援
す
る
た
め
の

各
種
修
学
資
金
等
貸
付
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。

❻ 

福
祉
・
介
護
事
業
従
事
者
等
の
育
成
研

修
の
充
実

◇
多
様
な
人
材
の
参
入
を
踏
ま
え
、
県
内

福
祉
施
設
・
事
業
所
の
現
状
・
課
題
を
明

確
に
し
、
関
係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
確
固
た
る
人
権
意
識
を
も
っ
た

従
事
者
の
育
成
と
定
着
及
び
こ
れ
を
通
じ

た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
・
向
上
に

向
け
て
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
対
応
生
涯
研
修

を
基
軸
に
、
階
層
別
・
職
務
別
の
研
修
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

◇
小
規
模
施
設
・
事
業
者
を
は
じ
め
と
し
、

規
模
に
合
わ
せ
た
職
場
内
研
修
支
援
や
受

講
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

各
地
域（
圏
域
）で
の
研
修
事
業
の
実
施
等

を
進
め
ま
す
。

❼ 

共
通
課
題
の
解
決
に
向
け
た
情
報
発
信

機
能
の
発
揮

◇
第
２
種
正
会
員
・
第
３
種
正
会
員
連
絡

会
で
は
、
会
員
相
互
の
活
動
上
の
課
題
の

共
有
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
公
開
研
修

会
な
ど
を
通
じ
て
多
様
な
機
関
・
団
体
の

参
加
の
も
と
、
共
通
課
題
の
共
有
と
協
働

に
よ
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

◇
県
民
の
福
祉
へ
の
関
心
を
高
め
、
市
町

村
内
だ
け
で
は
入
手
し
づ
ら
い
情
報
や

国
・
県
の
制
度
・
政
策
動
向
の
把
握
・
発

信
を
行
う
た
め
、
本
県
の
福
祉
関
連
情
報

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
的
な
情
報
発
信
機
能

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◇
政
策
提
言
活
動
を
通
し
て
、
福
祉
関
係

者
が
直
面
す
る
課
題
を
社
会
へ
発
信
し
、

公
私
の
関
係
者
で
共
有
を
図
り
ま
す
。

❽
県
社
協
組
織
・
活
動
基
盤
の
整
備

◇
三
年
次
と
な
る
本
会
活
動
推
進
計
画
の

着
実
な
実
施
に
向
け
、
よ
り
効
果
的
な
事

業
の
展
開
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
事
務
局
体

制
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る

ほ
か
、
入
会
促
進
や
安
定
的
な
組
織
運
営

の
た
め
の
財
源
づ
く
り
に
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

◇
計
画
的
な
職
員
研
修
の
実
施
や
資
格
取

得
等
の
自
己
研
鑽
へ
の
支
援
、
人
事
評
価

制
度
の
見
直
し
、
本
会
人
材
育
成
方
針
・

研
修
計
画
の
再
整
備
等
に
着
手
し
ま
す
。

◇
神
奈
川
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

整
備
事
業
の
着
実
な
進
展
に
向
け
て
、
建

設
予
定
地
に
お
け
る
課
題
の
解
決
を
図
り

な
が
ら
、
同
セ
ン
タ
ー
の
仕
様
の
調
整
等

を
行
い
ま
す
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）
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京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0045　横浜市神奈川区神奈川２－８－８ 第一川島ビル
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1528

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。
防犯カメラや新型ＡＥＤも
取扱っております。

一般家庭から大型ビルまで最新の
エレクトロ技術により皆様の安心
と安全を提供致します。防犯カメ
ラや新型【ＡＥＤ】も取扱ってお
ります。

総合資金収支予算書（収入総額）　　　　　　　　　　（単位：千円）
会計及び事業区分、拠点区分 当初予算額 前年度予算額 増減

総　　合　　計 12,999,359 13,440,022 △440,663
１　一般会計 7,598,228 7,484,456 113,772
（１）社会福祉事業区分 6,841,705 6,698,554 143,151

社会福祉事業拠点区分 6,841,705 6,698,554 143,151
（２）公益事業区分 736,951 755,179 △18,228

公益事業拠点区分 736,951 755,179 △18,228
（３）収益事業区分 19,572 30,723 △11,151

収益事業拠点区分 19,572 30,723 △11,151
２　生活福祉資金会計 5,401,131 5,955,566 △554,435
生活福祉資金特別会計 5,022,881 5,568,728 △545,847
県単生活福祉資金特別会計 2,577 2,538 39
生活福祉資金貸付事務費特別会計 234,670 245,051 △10,381
要保護世帯向け不動産担保型生活資金特別会計 125,002 125,002 0
臨時特例つなぎ資金特別会計 16,001 14,247 1,754

※総合計及び一般会計、社会福祉事業区分、社会福祉事業拠点区分の計上額は内部取引高を含む総額表示

収 入収 入

受託金収入
160,958(2.12%)

助成金収入
6,131(0.08%)

会費収入
104,608(1.38%)
寄附金収入
16,865(0.22%)

積立資産取崩収入
9,628(0.13%)

投資有価証券
売却収入

872,000(11.48%)

経常経費補助金収入
393,771(5.18%)

貸付事業収入
817,487(10.76%)

事業収入
186,264(2.45%)

社会福祉事業
振興資金貸付金
借入金収入
4,256,504
(56.02%)

負担金収入
1,060(0.01%)
受取利息配当金収入
31,130(0.41%)
その他の収入
664(0.01%)

その他の活動による収入
50,368(0.66%)

生活福祉資金貸付事務
費特別会計繰入金収入
1,000(0.01%)

事業区分間繰入金収入
16,893(0.22%)

サービス区分間繰入金収入
79,677(1.05%)

前期末支払資金残高
593,220(7.81%) 人件費支出

491,245(6.52%)

事務費支出
18,288(0.24%)

事業費支出
943,220(12.51%)

図書頒布事業支出
400(0.01%)

貸付事業支出
1,177,320
(15.62%)

分担金支出
5,294(0.07%)

助成金支出
19,624(0.26%)

負担金支出
8,175(0.11%)

支払利息支出
11,631(0.14%)
法人税、住民税
及び事業税
301(0.01%)
固定資産取得支出
5,410(0.07%)

社会福祉事業振興
資金借入金元金

償還支出
3,863,013
(51.24%)

基金積立資産支出
794,284(10.54%)

積立資産支出
104,666(1.39%)

サービス区分間
繰入金支出
79,677(1.05%)

事業区分間
繰入金支出
16,893(0.22%)

支 出支 出

［参考］一般会計の収入・支出内訳

※収入総額との差額（58,787千円）は平成31年度への逓時繰越分
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●介護保険法等改正法（地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一部を改正する法律）施行
　地域包括ケアシステムの深化・推進、介護保険制度の持続可能性の確保等を柱に、地域共生社会の実現に向けて介護
保険法や社会福祉法をはじめとする31の関連法が一括改正（４月）
●改正障害者総合支援法施行
　「自立生活援助」「就労定着支援」の創設など地域生活と就労に対する支援の一層の充実や、高齢障害者による介護保
険サービスの円滑な利用を促進するための共生型サービスの創設、障害児支援の拡充等を図る（４月）
●改正障害者雇用促進法施行
　法定雇用率が（民間企業の場合は）2.0％から2.2％に引き上げ。算定基礎の対象に精神障害者を追加（４月）
●民間養子縁組あっせん法施行
　特別養子縁組を推進し、民間事業者の質を高めるため、あっせん業を届け出制から都道府県の審査が必要な許可制に
変更し、適正に運営する事業者を国や自治体が財政面を含めてサポートする（４月）
●改正介護保険法施行（一部）
　世代間等の公平性を保ち、介護保険制度を持続させていくという観点から、一部のサービス利用者を対象に介護保険
サービス利用の自己負担を２割から３割に引き上げ（８月）
●改正生活保護法施行（一部）
　生活保護世帯の子どもの大学や専門学校への進学時一時金を支給する制度を創設するほか（４月）、生活保護受給者
の後発薬の利用を原則化（10月）
●改正生活困窮者自立支援法施行
　都道府県等の各部局で把握した生活困窮者に対して自立相談支援事業等の利用勧奨を行う努力義務、都道府県による
市等に対する研修等の支援を行う事業や「就労準備支援事業」「家計改善支援事業」実施の努力義務も創設（10月）
●改正子ども・子育て支援法施行（予定）
　待機児童解消等に向けて、市区町村の境を越えて認可保育所を利用しやすくするため、都道府県ごとの「対策協議会」の
設置により保育ニーズを調整、後押しする仕組みを創設。一般事業主から徴収する拠出金の率の上限も引き上げる（４月）
●改正バリアフリー化促進法施行（予定）
　共生社会の実現など理念規定を設けたほか、事業者に段差解消策や介助体制の強化などを盛り込んだ計画の作成、公
表を義務化。市町村にも移動の円滑化に関する促進方針の作成を努力義務化
●改正著作権法施行（予定）
　政府書籍などの著作物を点字図書などに複製できる障害者の範囲を広げる（平成31年１月）

〈平成30年度に予定されている社会福祉関連制度の主な動き〉

－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください
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自
立
に
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
・
若
者
を
知
る

 

― 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
２
０
１
８
開
催

　

児
童
相
談
所
、
青
少
年
相
談
室
、
学

校
、
居
場
所
づ
く
り
支
援
団
体
の
有
志

に
よ
り
、
自
立
の
困
難
を
抱
え
た
子
ど

も
・
若
者
の
課
題
共
有
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
に
取
り
組
む
「
わ
か
も
の
互

立
（
支
え
あ
い
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
主

催
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
２

０
１
８ 

自
立
に
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も

た
ち
の
〝
い
ま
〞」
が
、
３
月
10
日
に
県

社
会
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
「
子
ど
も

の
貧
困
調
査
か
ら
見
え

る
地
域
の
課
題
―
か
な

が
わ
で
何
が
で
き
る
か

―
」
で
、
沖
縄
大
学
名

誉
教
授
の
加
藤
彰
彦
さ
ん
よ
り
、
沖
縄

県
で
の
子
ど
も
の
貧
困
調
査
や
取
り
組

み
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

　

沖
縄
県
の
子
ど
も
の
貧
困
率
は
29
・

９
％
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ

た
時
、
家
族
を
持
ち
、
地
域
や
職
場
で

活
躍
で
き
る
よ
う
、
今
貧
困
を
解
消
す

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
最
低
限
の
生

活
に
届
か
な
い
家
庭
に
は
保
障
を
厚
く
、

地
域
で
は
子
ど
も
の
居
場
所
を
多
数
開

設
し
、
行
政
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　

貧
困
の
最
大
の
課
題
は
「
や
る
気
」

「
希
望
」
が
失
わ
れ
る
こ
と
。
や
る
気
を

育
て
る
の
は
そ
の
子
に
寄
り
添
っ
て
く

れ
る
存
在
で
す
。「
自
分
を
支
え
て
く
れ

る
人
に
出
会
え
る
場
が
必
要
。
命
と
命

が
関
わ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
そ
し
て

私
た
ち
の
命
も
活
性
化
す
る
。
子
ど
も

を
軸
と
し
た
地
域
の
活
性
化
が
到
達
点
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

各
分
野
で
子
ど
も
・
若
者
の
自
立
を

応
援
し
て
い
る
方
々
に
よ
る
リ
レ
ー
レ

ポ
ー
ト
で
は
、
地
域
社
会
で
子
ど
も
・

若
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
広
げ
る
た
め
の
ヒ

ン
ト
を
学
び
合
い
ま
し
た
。

　

県
子
ど
も
支
援
課
の

吉
田
信
雄
さ
ん
は
、
実

施
し
た「
子
ど
も
に
係
る

支
援
者
・
相
談
者
を
対

象
と
し
た
子
ど
も
の
貧

困
に
関
す
る
意
識
調
査
」の
結
果
を
報
告
。

　

貧
困
の
状
態
に
あ
る
子
ど
も
・
親
の

問
題
は
複
雑
に
絡
み
合
い
、
１
つ
の
機

関
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
こ
と
、
生
活

全
般
を
立
て
直
す
支
援
を
し
な
い
と
状

況
は
改
善
し
な
い
こ
と
も
見
え
て
き
た

と
の
こ
と
。「
子
ど
も
が
抱
え
る
複
雑
な

課
題
を
皆
で
支
え
る
社
会
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
が
、
子
ど
も
支
援
課
の
大
き

な
テ
ー
マ
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

県
中
央
児
童
相
談
所

の
松
永
砂
さ
ん
か
ら
は
、

家
族
再
統
合
の
プ
ロ
セ

ス
と
自
立
す
る
子
ど
も

の
様
子
を
聞
き
ま
し
た
。

児
童
相
談
所
で
は
、
施
設
入
所
や
里
親

へ
の
委
託
直
後
か
ら
再
統
合
の
調
整
が

始
ま
り
、
自
立
の
際
も
親
と
の
調
整
を
し

て
い
ま
す
が
、
生
い
立
ち
を
一
緒
に
整
理

す
る
な
ど
、
子
ど
も
に
寄
り
添
う
こ
と
も

大
切
と
話
し
「
中
学
卒
業
後
働
く
こ
と

で
措
置
解
除
と
な
る
子
な
ど
、自
立
に
困

難
を
抱
え
る
子
ど
も
は
多
い
。
彼
ら
の
自

立
を
支
え
る
た
め
に
関
係
者
と
協
力
し
、

最
善
を
尽
く
す
」
と
結
び
ま
し
た
。

　

里
親
セ
ン
タ
ー
「
ひ

こ
ば
え
」
の
矢
内
陽
子

さ
ん
は
、
里
子
の
自
立

の
課
題
を
、
施
設
で
養

育
さ
れ
て
い
る
子
ど
も

と
異
な
り
、
卒
園
す
る
先
輩
も
身
近
に

い
な
い
た
め
、
高
校
を
卒
業
後
に
自
立

す
る
イ
メ
ー
ジ
が
持
ち
に
く
く
、
里
親

側
も
長
く
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
と
、

自
立
に
感
情
を
向
け
る
困
難
が
あ
る
と

説
明
。「
社
会
的
養
護
で
育
つ
子
ど
も
の

現
状
、
自
立
の
難
し
さ
を
伝
え
、
地
域

で
ど
ん
な
支
援
が
で
き
る
か
共
に
考
え

ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
つ
な
が
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
「
み
ず
き
の
家
」
は
、

働
か
ざ
る
を
得
な
い
15

歳
か
ら
20
歳
ま
で
の
女

性
に
暮
ら
し
の
場
を
提

供
す
る
自
立
援
助
ホ
ー

ム
で
す
。
開
設
か
ら
７
年
間
で
32
名
を

支
援
。
ホ
ー
ム
長
の
加
藤
さ
い
さ
ん
は

支
援
の
事
例
を
話
し
「
虐
待
さ
れ
た
経

験
が
あ
り
、
育
っ
て
き
た
家
庭
環
境
に

厳
し
さ
が
あ
る
。
他
者
へ
の
不
信
感
が

強
く
、
人
と
の
関
係
の
構
築
が
困
難
。

〝
私
、
頑
張
っ
て
い
る
の
に
〞〝
皆
が
言

う
こ
の
く
ら
い
が
分
か
ら
な
い
〞
…
な

ぜ
そ
う
な
の
か
を
こ
こ
で
学
ん
で
ほ
し

い
し
、
安
心
し
て
甘
え
る
体
験
も
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。

　

最
後
に
加
藤
彰
彦
さ
ん
は
「
自
分
を

知
る
」「
助
け
て
く
れ
る
人
を
探
す
こ
と

を
緩
や
か
な
枠
組
み
の
中
、
仲
間
と
共

に
で
き
る
」
と
い
う
み
ず
き
の
家
の
理

念
と
方
針
に
触
れ
「
こ
れ
は
福
祉
も
教

育
も
取
り
組
む
べ
き
」
と
強
調
。

　

県
内
で
行
わ
れ
て
い
る
実
践
を
持
ち
寄

り
、
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
地
域
の
中
で
支
え

る
。
そ
れ
が
子
ど
も
の
貧
困
を
解
消
し
、

地
域
で
子
ど
も
・
若
者
の
支
え
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）
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2018年2月26日～3月25日

●障害者就労支援　課税に戸惑い
　ＮＰＯ法人による障害者向けの就労支
援について、国税庁が「原則、収益事業で
納税義務がある」との見解を発表した。
作業所などの全国団体「きょうされん」は
近く、国税庁長官に撤回を求める。

●川崎市　発達障害ある子の育児に新
しい支援
　川崎市は2018年度から、発達障害のあ
る子どもを育てた経験を持つ親が同じ境
遇にある保護者に寄り添いサポートする
「ペアレントメンター」事業を始める。
共感しながらの相談、情報提供など、経
験を生かした支援を目指す。

●乳児の睡眠中事故防ぐ無呼吸アラー
ム導入
　大和市は睡眠中の乳児が無呼吸になっ
た場合に警報音を鳴らして知らせる機器
を、2018年度中に市内全保育施設に配布
する。乳児が突然死する事故の防止が目
的で、異変の早期発見につなげる。

●「みんなあつまれ2017」開催
　障害者支援施設殺傷事件を契機とし、
「共生」の理念を広げるイベント「みんな
あつまれ」が17日・18日、横浜赤レンガ
倉庫周辺で開催された。障害のある人も
ない人も垣根なく、音楽やアート、ス
ポーツを楽しみ、障害者事業所がパンや
焼き菓子、手作り小物などを販売した。

●消費者契約法改正案を閣議決定
　政府は２日、消費者契約法改正案を閣
議決定した。民法改正案で成人年齢が20
歳から18歳に引き下げられることを踏ま
え、若者などを対象に契約取り消しの範
囲を拡大させる。

　

神
奈
川
県
の
プ
ロ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
が
一

堂
に
会
し
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
通
じ
た
社

会
貢
献
と
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
、

神
奈
川
オ
ー
プ
ン
ボ
ウ
リ
ン
グ
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
第
６
回
を
迎
え
、
相
模
原

パ
ー
ク
レ
ー
ン
ズ
、
相
模
フ
ァ
ー
ス
ト

レ
ー
ン
を
会
場
に
、
小
学
生
か
ら
シ
ニ

ア
層
ま
で
幅
広
い
参
加
が
あ
り
、
過
去

最
高
の
４
１
１
名
と
い
う
大
規
模
な
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
１
回
大
会
よ
り
、
参
加
費
の
一
部

と
予
選
会
場
で
行
わ
れ
る
募
金
を
ご
寄

附
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
「
何
か
形

に
残
る
物
を
県
内
の
市
区
町
村
社
協
等

に
寄
贈
し
た
い
」
と
、
第
３
回
大
会
よ

り
車
い
す
を
寄
贈
い
た
だ
き
、
今
年
度

の
相
模
原
市
社
協
を
含
め
７
カ
所
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
主
催
者
の
「
人

の
温
も
り
の
あ
る
製
品
を
参
加
者
に
」

と
の
思
い
か
ら
、
開
催
地
域
の
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
製
品
を

参
加
賞
と
し
て
活
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
お
気

持
ち
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
地
域
福
祉
推
進
担
当
）

神奈川オープン実行委員会

平成30年2月3,4日神奈川
東西プロボウラーズ連盟、
神奈川県ボウリング場協会
の共催で開催されました。
インパクトのある広告がトー
ナメントを盛り上げました。

　

平
成
28
年
６
月
３
日
に
公
布
さ
れ
た

「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活

を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
及

び
児
童
福
祉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」（
改
正
障
害
者
総
合
支
援
法
）
が
、

医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
に
関
す
る
同
日

の
一
部
施
行
を
経
て
、
平
成
30
年
４
月

１
日
に
全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
の
で
概

要
を
紹
介
し
ま
す
。

障
害
者
の
望
む
地
域
生
活
の
支
援

　

施
設
入
所
支
援
や
共
同
生
活
援
助
の

利
用
者
等
を
対
象
に
、
巡
回
訪
問
等
に

よ
り
地
域
生
活
に
向
け
た
相
談
・
助
言

等
を
行
う
「
自
立
生
活
援
助
」、
就
業
に

伴
う
生
活
面
の
課
題
へ
の
対
応
や
関
係

者
と
の
連
絡
調
整
等
を
行
う
「
就
労
定

着
支
援
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　

重
度
訪
問
介
護
を
医
療
機
関
へ
の
入

院
時
で
も
一
定
の
利
用
が
可
能
と
な
る

他
、
高
齢
障
害
者
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
円
滑
な
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
か
ら
移
行
す
る
際

に
所
得
や
障
害
の
程
度
等
の
事
情
に
応

じ
て
、
利
用
者
負
担
を
障
害
福
祉
制
度

に
よ
っ
て
軽
減（
償
還
）で
き
る
仕
組
み

が
設
け
ら
れ
ま
す
。

障
害
児
支
援
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

　

重
度
の
障
害
等
に
よ
り
外
出
が
著
し

く
困
難
な
障
害
児
の
居
宅
を
訪
問
し
て

発
達
支
援
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
新

設
さ
れ
る
ほ
か
、
保
育
所
等
訪
問
支
援

の
対
象
を
乳
児
院
、
児
童
養
護
施
設
の

障
害
児
に
も
拡
大
し
ま
す
。

　

障
害
の
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
提
供
体

制
の
計
画
的
な
構
築
を
推
進
す
る
た

め
、
自
治
体
に
よ
る
「
障
害
児
福
祉
計

画
」
の
策
定
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
・
向
上
に
向
け

た
環
境
整
備

　

補
装
具
費
に
つ
い
て
、
成
長
に
伴
っ

て
短
期
間
で
切
り
替
え
る
必
要
の
あ
る

障
害
児
等
の
場
合
に
貸
与
の
活
用
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

都
道
府
県
が
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
事

業
内
容
等
の
情
報
を
公
開
す
る
制
度
が

設
け
ら
れ
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

改
正
障
害
者
総
合
支
援
法
施
行
ー
自
ら
の
望
む
地
域
生
活
へ
の
支
援
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〈連絡先〉〒214－0011川崎市多摩区布田24－26
　　　　 ☎ 044－945－8662　 FAX 044－944－3009
　　　　 URL http://www.mamaton.jpn.org/

❖水辺に住む生き物と出会える境川遊水地公園
　横浜市戸塚区、泉区、藤沢市にまたがって位置する
「境川遊水地公園」は、境川の自然をパネルや映像展示
で紹介する「情報センター」を中心に、水辺の生き物
を観察できる「せせらぎ水路」やビオトープを整備。
親子で参加できるイベントも開催しています。
　５月12日（土）に行う「おやこ野あそび教室～野原と
水辺で親子で遊ぼう～」は、幼児向けのイベント。せ
せらぎ水路のまわりで生き物を探したり草花で遊んだ
り、小さい子も安心して参加できます。20日（日）開催
の「バードウォッチング」は、春から初夏にかけて子
育てシーズンを迎えた野鳥たちの求愛のさえずりを楽
しめ、巣の材料を運ぶ様子も観察できるかも。鳥の探
し方を丁寧に教えてもらえるので、初めての親子も間
近に観られる鳥の姿に感激です。
　「親子でゆっくりと自然の中で遊ぶとたくさんの発
見があり、豊かな時間を過ごせますよ」と、境川遊水
地公園の方からメッセージをいただきました。

❖自然の面白さを体感できる津久井湖城山公園
　「津久井湖城山公園」は相模原市にある津久井湖に隣
接。森林や里山が広がる「根小屋地区」、季節の花が咲く
「花の苑地」、噴水や滝が流れる「水の苑地」の３エリア

◎ このコーナーでは、子育てや障害、認知症・介護当事者の目線から、普段の暮らしに役立つ「おすすめ」なものを紹介します。

に分かれ、１年間に60以上ものイベントを催しています。
　４月28日（土）、８月25日（土）、３月９日（土）開催の
「めざせ！ネイチャーマスター！ネイチャーゲーム」
は、年齢や知識に関係なく、遊びながら自然の面白さ
を見つけられる親子向けイベント。６月３日（日）、７
月22日（日）、８月19日（日）に行う連続３回講座「昆虫
ふれあい講座」の今年のテーマは、肉食の昆虫。昆虫
研究家＆絵本作家の吉谷明憲先生と一緒に昆虫を観
て、触れて、知ることができ、子どもはもちろん、親
も夢中になってしまいます。
　どちらの公園も、園内にある自然素材を使って、そ
の季節にぴったりのものを作るクラフトイベントも定
期的に開催し、大人気です。それぞれの詳細は各公園
のホームページを確認のうえ、おでかけください。

　初々しい若葉が芽吹き、新緑がまぶしい春がやって
きました。花たちが色とりどりに咲き、虫たちも一斉
に活動しはじめています。
　そこで、今回は親子で自然の中で遊んだり、生き物
を観察したりできるイベントを開催している県立公
園をご紹介。イベントに参加すると自然とより楽し
くふれあえ、子どもたちの好奇心もふくらみます。

自然とふれあえるイベントがいろいろ
親子で県立公園へ遊びに行こう！

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 

今月は ⇨ ＮＰＯ法人　ままとんきっず
がお伝えします !

　今年で子育て支援活動25年目。お母さんたちが主体と
なって、親子が集うサロン、グループ保育、一時保育、各
種講座、産後サポート、子育て支援センター、小学校での
寺子屋事業、中学校での赤ちゃんふれあい体験事業などを
運営。情報誌・単行本の発行物は45冊を超え、一部は海外
でも翻訳出版。乳幼児から小中学生まで幅広い子育て支
援により、地域の活性化を目指し、活動の場を広げている。

（左）毎回プログラムが変わるネイチャーゲーム
（右）津久井湖城山公園のクラフト体験

■県立境川遊水地公園
　〒245－0017　横浜市泉区下飯田町５－５
　☎ 045－805－0223　FAX 045－805－3917
　URL http://kanagawa-park.or.jp/sakaigawa/

■県立津久井湖城山公園
　〒252－0153　相模原市緑区根小屋162
　☎ 042－780－2420　FAX 042－780－2422
　URL http://kanagawa-park.or.jp/tsukuikoshiroyama/

①②おやこ野あそび教室。対象は３
～５歳児とその保護者
③バードウォッチングはだれでも参加可

① ②

③
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　 THE アート・プロジェクト多文化読み聞かせ隊
代表　三沢　範子

福祉最前線
̶現場レポート̶

◎ このコーナーでは県内各地の福祉関連の当
事者・職能団体等の方々から日ごろの取り
組みをご寄稿いただきます。

　夫の赴任に伴い、平成８年からオランダとボストンで計
６年余りの海外生活を経て平成14年に帰国、平成23年に
ボランティア団体「THEアート・プロジェクト多文化読み
聞かせ隊」を発足し、多文化な読み聞かせを始めました。
　活動を通じて、地域の外国につながる子どもたちだけ
ではなく、幅広い意味での多文化な方々との活動も始め
ました。オランダに住んでいた頃、街の中で障がいのあ
る方々が普通に生活しているのを目の当たりにしていた
こともあり、ひょんなことから川崎市高津区で多文化読
み聞かせ隊の仲間とともに、小さなコミュニティカフェ
「カフェイズミ」を任されるようになりました。
　このカフェは県立高津養護学校関係者が設立した、（特
非）チャレンジドサポートプロジェクトによる、障がい者
自立支援のグループホームに併設されています。カフェ
では読み聞かせだけではなく、障がいについての地域へ
の理解推進、海外の文化紹介、子育て中の親子サポートな
どのために、県社協の助成金を得てさまざまな活動をし
ています。また、カフェから徒歩２分の高津養護学校の

作業班の作品や野菜などを販売したり、その野菜はカ
レーに利用したりしています。
　ベテラン保育士を迎えて子育て中の親子のためのおや
こクラスや人形劇公演、芸術療法ワークショップ、また、
プロの演出家を迎えての障がいのある方々と地域の方々
による芝居作りを通して、互いに交流する活動なども定
期的に行っています。これらはそれぞれ「つの笛座」「マ
サカネ一座」との協力で成り立っており、他団体との連携
もカフェ運営の重要な要素です。
　毎週金曜日に開催するクラフトの会では、刺しゅうや編
み物など思い思いの手仕事を手を動かしながらお茶を飲
んだりおしゃべりしたりすることで、地域の皆さんが出会
い、つながっていただけるような場所も提供しています。
　この小さなカフェはオープンから３年目となり、私たち
の多様な活動を通じていろいろな方々が新たなネット
ワークを築いています。ネット社会と言われる今だから
こそ、直接人と人がつながることがとても大切なことと
感じられます。今後も小さな一歩を確実に歩んでいくこ
と、人の出会いのお手伝いをすることが私たちの願いで
す。

地域に根ざした多文化活動の取り組み

　平成23年発足。多文化を国や地域による文化の違いだけではなく、障がい
の有無を含めた「違い」も多様な文化ととらえ、誰もが理解し合える社会を目
指して活動している。川崎市を拠点に県、東京都にも活動の範囲を広げている。
〈連絡先〉〒213－0034　川崎市高津区下作延３－20－５　カフェイズミ内
　　　　☎＆FAX 044－852－3034　Mail  theartpro@gmail.com　URL  http://www.theartproject.jp
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い
、
悩
ん
で
い
る
人
の
と
こ
ろ
に
Ｓ
Ｈ

Ｇ
の
情
報
を
届
け
た
い
」
と
い
う
メ
ン

バ
ー
の
思
い
や
、
活
動
の
価
値
、
当
事

者
の
持
つ
専
門
性
を
伝
え
る
機
会
と
し

て
、
本
会
で
は
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に「
セ

ル
フ
ヘ
ル
プ
実
践
セ
ミ
ナ
ー
」
を
例
年

企
画
・
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は「
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・
グ
ル
ー

プ
に
学
ぶ　

と
も
に
生
き
る
チ
カ
ラ
」

を
テ
ー
マ
に
、
横
浜
市
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
横
浜
（
同
市
戸
塚
区
）
と
の

共
催
で
３
月
２
日
に
開
催
し
、
73
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
冒
頭
で
は
、
本
会
セ
ル
フ

ヘ
ル
プ
支
援
者
会
議
座
長
で
東
海
大
学

者
会
議
副
座
長
で
県
立
保
健
福
祉
大
学

教
授
の
臼
井
正
樹
さ
ん
か
ら
「
親
密
性

に
基
づ
く
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
社
会
の

中
で
ど
う
位
置
付
け
て
い
く
か
が
、
特

に
対
人
援
助
の
専
門
職
に
と
っ
て
大
切

で
あ
る
」、
堀
越
さ
ん
か
ら
「
Ｓ
Ｈ
Ｇ
は

圧
倒
的
な
少
数
派
で
あ
り
、
そ
の
人
た

ち
が
生
き
や
す
い
社
会
に
し
て
い
く
た

め
に
、
Ｓ
Ｈ
Ｇ
活
動
や
当
事
者
同
士
の

語
り
に
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

今
日
の
参
加
者
に
も
そ
の
価
値
や
大
事

さ
を
周
囲
に
広
め
て
い
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
、
今
後
も
Ｓ
Ｈ
Ｇ
の
チ
カ

ラ
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
そ
の
理
解
と

協
働
の
輪
が
広
が
る
よ
う
引
き
続
き
活

動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

　

本
会
で
は
、
平
成
15
年
度
よ
り
共
通

の
悩
み
や
問
題
を
抱
え
る
当
事
者
が
主

体
的
に
集
ま
り
、
互
い
に
支
え
合
う
活

動
を
行
う
「
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・
グ
ル
ー

プ
」（
以
下
、
Ｓ
Ｈ
Ｇ
）
の
支
援
を
行
っ

て
お
り
、
現
在
、
57
グ
ル
ー
プ
が
登
録

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｈ
Ｇ
は
個
別
性
が
顕
著
で
あ
り
、

グ
ル
ー
プ
の
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

同
じ
悩
み
を
持
つ
他
の
当
事
者
、
当
事

者
を
支
援
す
る
専
門
職
等
の
元
に
情
報

が
届
き
づ
ら
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
生
き
づ
ら
さ
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
ほ
し
い
・
理
解
し
て
ほ
し
い
」

「
Ｓ
Ｈ
Ｇ
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

教
授
の
堀
越
由
紀
子
さ
ん
が
「
本
県
で

は
県
社
協
と
横
浜
市
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
横
浜
に
よ
り
、
１
０
０
近
い
Ｓ

Ｈ
Ｇ
へ
の
支
援
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ

う
し
た
支
援
は
他
の
都
道
府
県
で
は
見

ら
れ
な
い
。
ま
た
、
本
日
の
６
グ
ル
ー

プ
（
左
枠
参
照
）
の
語
り
か
ら
も
、
そ

れ
ぞ
れ
当
事
者
だ
け
が
実
際
に
体
験
し

て
い
る
〝
専
門
家
〞
で
あ
る
こ
と
が
伝

わ
る
の
で
は
」
と
話
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
①
グ
ル
ー
プ
の

紹
介
②
グ
ル
ー
プ
の
中
で
感
じ
る
「
と

も
に
生
き
る
チ
カ
ラ
」
③
グ
ル
ー
プ
の

在
る
意
味
④
参
加
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
つ
い
て
リ
レ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、

参
加
者
か
ら
の
質
問
を
基
に
登
壇
グ

ル
ー
プ
の
話
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
本
会
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
支
援

セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・
グ
ル
ー
プ
に
学
ぶ　

と
も
に
生
き
る
チ
カ
ラ

－

平
成
29
年
度
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
実
践
セ
ミ
ナ
ー
開
催

コーディネーターを務めた堀越さん（左）と臼井さん（右）

セミナー会場の様子。深く頷きながら聞き入る
方が大勢見られた

☞ 当日のリレートークのお話を少し
だけ紹介します

● 横浜断酒新生会（アルコール依存症者と
その家族の自助グループ）
　酒をやめるだけではなく、よりよく生き
ること。そのためにこの会が大切。

● ひとりやないで！（統合失調症の親をも
つ子ども向けの家族会）
　SHG活動によって、親との関係で嫌なこ
とがあっても「ひとりじゃない」と感じる
ことができる。

● （Ｎ）メンタルヘルス・コーリング（適応
障害、社交不安障害、抑うつ状態からの
回復を目指す）
　適応障害が鬱と誤診されて薬を処方され
てしまうのは憂うべきこと。集うことで心
の深いところで交流することができる。

● 重症心身障害児（者）を守る会（重症児者
の保護者が重症児者を守るための活動）
　障害とは個性。会の先人たちが法律をつ
くってきた。これからも理解者を増やし、
活動したい。

● FT/MX（FTM、FTX及び性別に何らか
の違和を感じる女性のためのグループ）
　この場があるというだけで安心感を持っ
てくれる人がいる。自分も相手と分かち合
う場として続けていきたい。

● 蓮（れん）（性について傷ついた体験を持
つ女性当事者の自助グループ）
　性被害は魂の深いところが傷つけられ
る、とても深刻な人権侵害。グループに参
加したことで、前を向けるようになった。
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本会主催

第17回かながわ高齢者福祉
研究大会のご案内

　高齢者福祉施設職員等による研究
発表・介護技術発表、施設紹介・就
職相談コーナーなど、本県の介護福
祉の最前線を発信します。
◇日時＝7月3日（火）午前9時30分～
午後5時
◇会場＝パシフィコ横浜
◇対象＝高齢福祉施設等の職員、学
生・教育関係者、利用者・家族等
◇参加費＝施設職員8,000円、一般
10,000円※会員減免あり
◇申込期間＝4月下旬～5月下旬【予定】
◇申込方法＝URL専用フォームに入力
◇問合先
・参加申込について
　名鉄観光サービス（株）横浜支店
　☎045－641－4166 FAX 045－641－4169
・大会プログラムについて
　本会社会福祉施設・団体担当
　☎045－311－1424
　 FAX 045－313－0737　045‒320‒4077
　URL http://www.kanagawafukus
hitaikai.jp/

会員・関係機関主催

川崎授産学園主催イベント
【天体観望会】
◇日時＝5月19日（土）午後7時～午後
8時30分※曇天・悪天候の場合、5
月26日（土）へ振替、要確認
◇会場＝川崎授産学園天体観測室
◇内容＝①月、金星、木星、春の星
座の観望②木星の衝、春の大三角
などの解説③ブラックライトシア
ター「おおくま座とこぐま座」
◇参加費＝無料
◇申込方法＝事前申込不要。ただ
し、小学生以下は大人と同伴
◇問合先＝川崎授産学園
　〒215－0001川崎市麻生区細山1209
　☎044－954－5011 FAX 044－954－6463

寄附金品ありがとうございました
【交通遺児援護基金】横浜ビルシス

福祉に関する本のご案内

［改訂］福祉職員キャリアパス対応
生涯研修課程テキスト　全4巻
全国社会福祉協議会編（平成30年2月）
　「新・福祉人材確保方針」を踏まえ
た改訂版。本会実施のキャリアパス
研修でも使用するテキストです。
◇ 価格＝本体1,000円（各巻・税別）
◇内容＝①初任者編②中堅職員編③
チームリーダー編④管理職員編
◇申込方法＝ URL より注文書をダウ
ンロードし、全社協出版部受注セ
ンターへFAX にて申込む

　 URL http://www.knsyk.jp/s/shiru/
pdf/30pass.pdf
◇問合先＝全社協出版部受注センター
　☎049－257－1080 FAX 049－257－3111

本会新役員のご紹介

【理事】宮田光明（横浜市民児協）
任期：平成30年3月27日から就任後2
年以内に終了する会計年度のう
ち、最終のものに関する定時評議
員会の終結の時まで

役員会の動き

◇理事会＝3月15日（木）①正会員の
入会申込み②平成30年度事業計画
並びに収支予算（案）③平成30年度
資金運用計画（案）④基本財産への
一般定期借地権の設定⑤定款の一
部変更⑥職員就業規程（案）の制定
⑦嘱託員就業規程（案）の制定⑧非
常勤職員就業規程（案）の制定⑨
日々雇用職員就業規程（案）の制定
⑩再雇用規程（案）の制定⑪育児・
介護規程（案）の制定⑫職員給与規
程の一部を改正する規程（案）⑬職
員退職手当支給規程の一部を改正
する規程（案）⑭事務局の組織及び
職制等に関する規程の一部を改正
する規程（案）⑮職務権限規程の一
部を改正する規程（案）⑯役員等の
報酬等に関する規程の一部を改正
する規程（案）⑰平成29年度一般会
計補正予算（案）⑱任期満了に伴う
苦情解決事業第三者委員の選任
◇評議員会＝3月27日（火）①理事の
選任②平成30年度事業計画並びに
収支予算（案）③基本財産への一般
定期借地権の設定④定款の一部変
更⑤役員等の報酬等に関する規程
の一部改正（案）⑥平成29年度一般
会計補正予算（案）

新会員紹介

【経営者部会】（福）ことりの詩、（福）
夢の成る木

【施設部会】明照フラワーガーデン
保育園、ニューバード獅子ケ谷、
デイサービスセンター芙蓉の園、
特別養護老人ホーム大野北誠心
園、あゆのこ保育園、ひなた保育
園、特別養護老人ホームプラチ
ナ・ヴィラ野川

【第3種正会員】（一社）日本産業カウ
ンセラー協会神奈川支部

テム（株）、（株）エスホケン、（一
社）神奈川県自動車会議所

【子ども福祉基金】あいおいニッセ
イ同和損害保険（株）ＭＳ＆ＡＤゆ
にぞんスマイルクラブ

【ともしび基金】（福）日本医療伝道
会総合病院衣笠病院、食肉衛生検
査所 （合計8件3,530,563円）

【寄附物品】大妻同窓会神奈川、神奈
川県定年問題研究会
 （いずれも順不同、敬称略）

あいおいニッセイ同和損害保険（株）より、子
ども福祉基金へご寄附いただき、鈴木省一横
浜支店長（右）に感謝状を贈呈

ＮＨＫ－ＦＭ放送のご案内
　NHK－FM（横浜81．９MHz／
小田原83．５MHz）「お昼前のお知
らせ」で本会事業を紹介します。

日時：５月15日（火）
　　　午前11時50分～55分
内容： 民生委員児童委員活動に

ついて

 企画調整・情報提供担当
☎045－311－1423 FAX045－312－6302
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（
福
）か
な
が
わ
共
同
会
が
運
営
す
る

障
害
者
支
援
施
設「
愛
名
や
ま
ゆ
り
園
」

は
、
施
設
か
ら
徒
歩
５
分
圏
内
の
住
宅

地
に
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
以
下
、

Ｇ
Ｈ
）
を
設
置
し
、
施
設
と
一
体
化
し

た
支
援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
」「
オ
ア
シ
ス
１
」
は
平

成
24
年
に
、「
オ
ア
シ
ス
２
」「
オ
ア
シ

ス
３
」
は
平
成
29
年
度
に
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
第
三
者
評
価
（
※
以
下
、
評
価
）

を
受
審
し
ま
し
た
。

　

評
価
受
審
の
き
っ
か
け
は
、地
域
生
活

支
援
課
長
の
河
内
利
浩
さ
ん
が「
常
勤
・

非
常
勤
職
員
で
話
し
合
い
、
情
報
の
共

有
と
課
題
の
整
理
を
し
な
が
ら
、ご
利
用

者
へ
の
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ
な

げ
た
い
」
と
考
え
た
こ
と
で
し
た
。

　

Ｇ
Ｈ
は
生
活
支
援
員
の
「
一
人
職
場
」

に
な
り
が
ち
で
、
利
用
者
へ
の
関
わ
り
に

バ
ラ
つ
き
が
生
じ
る
、
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス

「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
【発行日】2018（平成30）年4月15日（毎月１回15日発行）　　【編集発行人】新井隆
【発行所】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷所】株式会社神奈川機関紙印刷所
〒221-0844　横浜市神奈川区沢渡４番地の２　☎045-311-1423　FAX 045-312-6302　Mail kikaku@knsyk.jp

ご意見・ご感想をお待ちしています！

かながわ
情報ほほっとっと

バックナンバーはHPから
検索 神奈川県社協

の
資
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
に
く
い
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
法
人
と
し
て
目
指

す
Ｇ
Ｈ
の
あ
り
方
や
、
支
援
の
基
本
姿

勢
を
ど
の
よ
う
に
統
一
し
て
い
く
か
、
と

い
う
現
場
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

河
内
さ
ん
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
自

己
評
価
に
取
り
組
む
時
間
を
作
り
、
そ

の
後
の
共
有
作
業
を
グ
ル
ー
プ
形
式
で

進
め
て
い
き
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
の
振
り

返
り
に
掛
か
る
時
間
と
手
間
を
惜
し
ま

な
か
っ
た
こ
と
で
、
職
員
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
や
考
え
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、

貴
重
な
機
会
に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

特
に
「
地
域
と
の
良
好
な
関
係
・
連

携
」
に
関
す
る
評
価
項
目
で
は
、
自
治

会
に
加
入
し
、
地
域
美
化
清
掃
に
利
用

者
と
一
緒
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
や
、

近
隣
の
子
ど
も
た
ち
を
招
い
て
行
う
七

夕
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
、
餅
つ
き
な
ど
の
季

節
行
事
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
住
民
向
け

第
三
者
評
価
受
審
で
連
携
の
強
化
・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

 （
福
）か
な
が
わ
共
同
会
・
愛
名
や
ま
ゆ
り
園　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム（
厚
木
市
）

救
命
講
習
会
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
積
極

的
な
取
り
組
み
が
言
語
化
さ
れ
、
Ｇ
Ｈ

の
強
み
と
し
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

支
援
現
場
を
担
う
職
員
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
伝
え
合
い
、
自
由
で
率
直
な
話

し
合
い
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
た
こ
と
で
、

職
員
の
や
る
気
や
元
気
に
つ
な
が
り
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
た
と
河
内
さ
ん
。

「
評
価
の
受
審
後
、非
常
勤
職
員
の
退
職

者
が
出
な
か
っ
た
こ
と
が
何
よ
り
う
れ

し
か
っ
た
」
と
サ
ー
ビ
ス
の
振
り
返
り

が
職
員
の
定
着
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

（
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
推
進
機
構
）

「オアシス３」は
男性利用者専用のＧＨ。
地中海をイメージした外装が特徴

※ 福祉サービス第三者評価
　福祉サービス事業者でも利用者
でもない第三者性を有する機関
が、定めた評価項目により、事業
者・利用者に対する訪問・ヒアリ
ング・アンケートなどによる調査
に基づき、事業者の提供するサー
ビスの質を客観的な立場から総合
的に評価することをいいます。
※詳しくは「第三者評価推進機構
のホームページ」をご覧ください。
http://www.knsyk.jp/c/3hyouka/ee
c0bc1de284ceff 282e8f92eee1fd01

自室に案内してくださった前田さ
んは明るいムードメーカー

取材日は暖かい晴れ。布団を干す
平塚さん（右）

地域生活支援課の皆さん（後列中
央：河内さん）。毎日全ホームの巡
回を行っている。ＧＨの日常、イ
ベント、外出の様子をＤＶＤに納
めて家族会などで披露する

オフィスプリンターの導入は八雲堂にお任せください。

・故障、修理にも当社サービスマンが迅速に対応します。
・リース・レンタル等なんでもご相談ください。

八雲堂は平成29年度
「横浜グッドバランス賞」に認定されました。

株式会社 八雲堂045‒833‒5172
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